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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 3,213 28.3 △37 ― △108 ― △447 ―

22年3月期第2四半期 2,504 △35.7 △361 ― △363 ― △368 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △44.80 ―

22年3月期第2四半期 △36.96 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 7,263 476 6.5 47.58
22年3月期 7,518 955 12.7 95.57

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  474百万円 22年3月期  954百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,500 21.8 110 ― △10 ― △350 ― △35.06



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸
表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「2. その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 10,000,000株 22年3月期  10,000,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  18,044株 22年3月期  16,815株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  9,982,442株 22年3月期2Q  9,983,185株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善から設備投資も下げ止まるなど一時

は立ち直りの兆しが見られたものの、急激な円高と株式市況の低迷が企業業績に対し深刻な影響を及ぼ

し、先行きの不透明感が強く今後の景気悪化に対する懸念が急速に高まりつつあるなかで推移いたしまし

た。 

 当社グループに関連する工業用機械刃物業界におきましても、鉄鋼・製紙関連等の業界向け需要におい

ては、一時回復傾向が見られたものの、期間後半にはやや減速気味の状況で経過いたしました。 

 このような環境のなかで、当社グループにおける工業用機械刃物においては、徐々に回復傾向にあった

受注も期間後半からその勢いが鈍る傾向のなかで経過し、産業用機械及び部品における受注も、設備投資

や工作機械受注の回復の影響を受け次第に増加に転じましたが、先行き不安定な状況のなかで推移いたし

ました。 

 緑化造園においては、大型植栽工事や民間建築工事なども前連結会計年度末までに一段落したこともあ

り、当累計期間における完成工事高は前年同期に比し減少いたしました。 

 この結果、当社グループの第２四半期累計期間における業績は、連結売上高は前年同期比28.3％増の32

億13百万円となりましたが、売上高が低迷しているなかで、たな卸資産の減少や原材料をはじめとした変

動費の高騰などにより売上原価が上昇したことが大きく影響し、損益面におきましては営業損失37百万円

（前年同期は営業損失３億61百万円）、経常損失１億８百万円（前年同期は経常損失３億63百万円）を計

上することになりました。また、繰延税金資産の回収可能性を検討した結果、その一部を取り崩し四半期

純損失は４億47百万円（前年同期は純損失３億68百万円）となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ２億55百万円減少し、72億

63百万円となりました。  

 流動資産は、前連結会計年度末に比べ47百万円増加し、52億77百万円となりました。主な要因は、た

な卸資産が１億98百万円、繰延税金資産が１億16百万円減少した一方で、当座資産が３億62百万円増加

したことなどによるものであります。  

 固定資産は、前連結会計年度末に比べ３億２百万円減少し、19億86百万円となりました。主な要因は

繰延税金資産が２億20百万円減少したことなどによるものであります。  

 流動負債は、前連結会計年度末に比べ２億99百万円増加し、41億26百万円となりました。主な要因

は、支払手形及び買掛金の増加などによるものであります。  

 固定負債は、前連結会計年度末に比べ75百万円減少し、26億60百万円となりました。主な要因は、長

期預り金が減少したことなどによるものであります。  

 純資産は、前連結会計年度末に比べ４億79百万円減少し、４億76百万円となりました。主な要因は、

四半期純損失の計上によるものであります。 

  

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年

度末に比べ２億５百万円増加し、14億12百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、３億３百万円となりました。これ

は主に税金等調整前四半期純損失79百万円計上のほか、売上債権の増加１億47百万円および長期預り金

の減少１億11百万円などがあったものの、仕入債務の増加２億73百万円、たな卸資産の減少１億97百万

円および減価償却費１億27百万円などがあったことを反映したものであります。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

1.資産、負債および純資産の状況

2.キャッシュ・フローの状況
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は32百万円となりました。これは主に

定期預金が預入と払戻の差額として23百万円の増加および有形固定資産の売却による収入22百万円など

があったものの、有形固定資産の取得による支出41百万円および投資有価証券の取得による支出36百万

円などがあったことを反映したものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は50百万円となりました。これは主に

長・短期借入金の借入と返済の差額として借入金が28百万円減少したことなどによるものであります。

  

今後のわが国経済の見通しにつきましては、立ち直りの兆しが見られた景気も、急激な円高や欧米の景

気減速懸念など景気の下振れ要因もあり、先行き不透明な状況が続くものと予想されます。 

 このような環境のもと、当社グループにおいては当第２四半期の業績低迷の影響を受け、繰延税金資産

の一部を取り崩したことなどにより、損益面で当初の第２四半期累計期間における業績予想を大きく下回

る結果となったため、通期の連結並びに個別業績予想を修正いたします。具体的内容につきましては、本

日（平成22年11月５日）公表しております「平成23年３月期第２四半期累計期間業績予想値と実績値との

差異および通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

該当事項はありません。 

  

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。 

  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。 

 なお、これによる当第２四半期連結累計期間における営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期

純損失に与える影響はありません。 

  

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月

10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号

平成20年３月10日）を適用しております。 

 なお、これによる当第２四半期連結累計期間における経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与

える影響はありません。 

  

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成20年12月26日 企業会計基準第22

号）に基づく「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」

（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主

損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。 

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

固定資産の減価償却費の算定方法

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

1.「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

2.「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

3．表示方法の変更
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当社グループは、前々連結会計年度及び前連結会計年度に引き続き、当第２四半期連結累計期間にお

いても、営業損失37百万円、経常損失１億８百万円を計上し、更に繰延税金資産の回収可能性について

慎重に検討した結果一部の取り崩しを行い、四半期純損失４億47百万円を計上することとなったため、

継続企業の前提に関する重要事象等が発生いたしました。 

 当社グループにおいては、当該状況を早期に解消するためにも黒字化を図ることが最優先課題であり

次のような施策を今後も積極的に推進していく所存であります。 
  

   ①組織・生産体制の見直し 

生産規模に応じた生産体制・人員体制、組織見直し等を行い、業務効率の向上を図るとともに、変

動費を中心とした経費削減を業況の推移に応じ的確に行ってまいります。             

   ②販売費及び一般管理費等の削減 

役員報酬及び管理職手当の減額等を継続して実施するとともに、事務効率化による経費削減、事業

規模に応じた組織再編等による人員体制の見直し等を通じ人件費の削減を図り、更にはグループとし

ての経営資源の集中化による経費削減などを業況の推移に応じ的確に行ってまいります。      
  

これらの施策を推進し早期に黒字化を図ることにより、当社グループは継続企業の前提に関する重要

な不確実性は認められないものと判断しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,660 1,478

受取手形及び売掛金 1,984 1,836

製品 483 561

仕掛品 600 667

原材料及び貯蔵品 442 496

繰延税金資産 51 168

その他 55 55

貸倒引当金 △1 △34

流動資産合計 5,277 5,230

固定資産

有形固定資産 1,491 1,559

無形固定資産 97 113

投資その他の資産

投資有価証券 267 263

繰延税金資産 32 252

その他 140 120

貸倒引当金 △43 △21

投資その他の資産合計 397 616

固定資産合計 1,986 2,288

資産合計 7,263 7,518

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 875 603

短期借入金 2,688 2,697

リース債務 43 43

未払法人税等 14 11

賞与引当金 20 20

その他 483 451

流動負債合計 4,126 3,827

固定負債

長期借入金 1,998 2,016

リース債務 113 134

繰延税金負債 9 －

退職給付引当金 218 154

役員退職慰労引当金 32 30

長期預り金 287 399

固定負債合計 2,660 2,736

負債合計 6,787 6,563
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 500 500

資本剰余金 194 194

利益剰余金 △176 270

自己株式 △3 △3

株主資本合計 514 961

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10 27

為替換算調整勘定 △50 △35

評価・換算差額等合計 △39 △7

少数株主持分 1 1

純資産合計 476 955

負債純資産合計 7,263 7,518
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 2,504 3,213

売上原価 2,168 2,573

売上総利益 336 639

販売費及び一般管理費 697 676

営業損失（△） △361 △37

営業外収益

受取利息 2 1

受取配当金 3 2

持分法による投資利益 7 4

補助金収入 67 8

その他 19 16

営業外収益合計 99 33

営業外費用

支払利息 61 59

為替差損 12 24

その他 27 20

営業外費用合計 101 104

経常損失（△） △363 △108

特別利益

固定資産売却益 － 17

貸倒引当金戻入額 5 11

特別利益合計 5 28

税金等調整前四半期純損失（△） △357 △79

法人税、住民税及び事業税 5 11

法人税等調整額 5 355

法人税等合計 11 367

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △447

少数株主利益 0 0

四半期純損失（△） △368 △447
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △357 △79

減価償却費 136 127

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 △11

賞与引当金の増減額（△は減少） 27 0

退職給付引当金の増減額（△は減少） 39 64

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △11 2

受取利息及び受取配当金 △5 △4

補助金収入 △67 △8

支払利息 61 59

固定資産除却損 0 2

為替差損益（△は益） 4 12

持分法による投資損益（△は益） △6 △4

売上債権の増減額（△は増加） 388 △147

たな卸資産の増減額（△は増加） 214 197

前渡金の増減額（△は増加） 1 △0

未収入金の増減額（△は増加） 9 16

破産更生債権等の増減額（△は増加） 2 △22

仕入債務の増減額（△は減少） △401 273

未払金の増減額（△は減少） △1 △24

未払消費税等の増減額（△は減少） 12 3

預り金の増減額（△は減少） 6 54

長期預り金の増減額（△は減少） △50 △111

その他 △30 △35

小計 △32 367

利息及び配当金の受取額 5 4

補助金の受取額 67 8

利息の支払額 △57 △60

法人税等の支払額 △13 △14

営業活動によるキャッシュ・フロー △31 303

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △62 △41

有形固定資産の売却による収入 － 22

投資有価証券の取得による支出 － △36

無形固定資産の取得による支出 － △0

定期預金の預入による支出 △55 △55

定期預金の払戻による収入 98 79

従業員に対する貸付けによる支出 △2 △0

従業員に対する貸付金の回収による収入 0 1

その他 9 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △11 △32

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △58 △11

長期借入れによる収入 920 600

長期借入金の返済による支出 △538 △616

リース債務の返済による支出 △19 △21

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 302 △50

現金及び現金同等物に係る換算差額 3 △15

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 262 205

現金及び現金同等物の期首残高 1,335 1,207

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,597 1,412
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当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

該当事項はありません。 

  

  前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １ 事業区分の方法は製品の系列および市場の類似性を考慮して区分しております。 

２ 各区分に属する主要な製品・工事 

 
  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の

記載は省略しております。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 
３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

工業用 
機械刃物 
(百万円)

産業用機械
及び部品 
(百万円)

緑化造園

(百万円)

計

(百万円)

消去又は 
全社 

(百万円)

連結

(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

1,922 360 221 2,504 ― 2,504

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

0 0 8 8 (8) ―

計 1,922 360 229 2,512 (8) 2,504

営業利益又は営業損失(△) △81 △71 0 △152 (209) △361

事業区分 主要製品・工事

工業用機械刃物 鉄鋼用刃物・合板用刃物・製紙パルプ用刃物・製本用刃物

産業用機械及び部品 研削盤・切断機械・スライドウェイ・各種カッターおよびユニット

緑化造園 造園工事・管理受託業務・法面工事・外構工事・建築工事

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

東南アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 423 46 470

Ⅱ 連結売上高(百万円) ─ ─ 2,504

Ⅲ 連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

16.9 1.9 18.8

(1) 東南アジア………マレーシア、インドネシア、中国

(2) その他の地域……米国、ロシア
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（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17 

号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

1.報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

す。 

 当社は取り扱う製品・サービス別に包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 従って当社は製品・サービス別のセグメントから構成されており、「工業用機械刃物」、「産業用機

械及び部品」および「緑化造園」の３つを報告セグメントとしております。 

 各セグメントの主要な製品・サービスは以下の通りです。 

 
  

2.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

 
  

3.報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項） 

 
(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

 該当事項はありません。 

  

【セグメント情報】

セグメントの名称 主要製品・工事

工業用機械刃物 鉄鋼用刃物・合板用刃物・製紙パルプ用刃物・製本用刃物

産業用機械及び部品 研削盤・切断機械・スライドウェイ・各種カッターおよびユニット

緑化造園 造園工事・管理受託業務・法面工事・外構工事

報告セグメント

合計
(百万円)

工業用機械
刃物 

(百万円)

産業用機械
及び部品
(百万円)

緑化造園
（百万円）

売上高

 外部顧客への売上高 2,368 649 195 3,213

 セグメント間の
内部売上高又は振替高

─ 0 0 1

計 2,368 650 196 3,214

セグメント利益又は損失(△) 379 165 △4 540

利 益 金 額 （百万円）

報告セグメント計 540

セグメント間取引消去 △1

全社費用（注） △576

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △37

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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当第２四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

  

 
(注) １  金額は販売価格であり、セグメント間の取引については、相殺消去しております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当第２四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

  

 
(注) １  セグメント間の取引については、相殺消去しております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当第２四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

  

 
(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

4. 補足情報

 生産、受注及び販売の状況

 1. 生産実績

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

工業用機械刃物 2,270 ─

産業用機械及び部品 520 ─

緑化造園 195 ─

合計 2,986 ─

 2. 受注実績

セグメントの名称 受注高(百万円) 前年同四半期比(％) 受注残高(百万円) 前年同四半期比(％)

工業用機械刃物 2,453 ─ 659 ─

産業用機械及び部品 703 ─ 193 ─

緑化造園 243 ─ 123 ─

合計 3,400 ─ 976 ─

 3. 販売実績

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

工業用機械刃物 2,368 ─

産業用機械及び部品 649 ─

緑化造園 195 ─

合計 3,213 ─
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